
 

教務運営研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．研究目標   学習指導要領と私学の教育 

            ・新旧教育課程混在の諸問題 

            ・教務運営上の諸問題 

 

２．会  期   ８月１日（金）・２日（土）・３日（日）の２泊３日（現地集合・現地解散） 

 

３．会  場   かずさアーク・オークラアカデミアパークホテル 

          〒292-0818千葉県木更津市かずさ鎌足２－３－９ 

          TEL：0438-52-0111(ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-37-7070) FAX：0438-20-5210  

          http://www.kap.co.jp/ 

          （別紙ご案内図を参照ください） 

 

４．参加対象   教務関係教職員等 

 

５．募集定員   １００名（参加申込みが１００名を超えた時点で、締切ります。） 

         参加は１校２名までとします。 

 

６．参 加 費   １名につき４４，０００円 

（２名１室利用。宿泊費〈２泊５食〉、資料印刷費） 

 

７．日  程   ８月１日（金）１３：００受付開始 １３：３０開会式 〔201 会議室〕 

                 ８月３日（日）１１：３０閉会式終了予定 
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新学習指導要領の全面実施２年目を迎え、各校では様々な取り組みが行われています。新課程へ

の移行に伴い、生徒主体の学習を促進する授業の実践がますます盛んになってきました。 

今回は「教えて考えさせる授業」の実践で有名な東京大学大学院教育学研究科市川伸一教授に 

ご講演いただきます。受容学習と問題解決学習の統合についての見識を深めることができると考え

ております。また、実践報告では反転授業の実践と電子黒板・タブレットを用いた授業実践の報告

をしていただきます。いずれも生徒が主体的、能動的に学ぶことを促進する 21 世紀型教育の取り

組みの事例ですので、今後の授業に生かせる知見が得られる機会となります。さらに分科会では、

皆様が教務運営で直面している諸問題についての協議や情報交換をしていただき、問題解決への手

がかりを見出す場にしたいと思います。 

これからの教務運営のみならず先生方の授業力向上にも役に立つ研修になることと存じます。是

非ともご参加いただきますようご案内申し上げます。 

 



 

８．研修内容 

①講   演 

演 題  「授業と家庭学習の改善に向けて－深い理解と学ぶ意欲をどう育てるか－」 

    講 師   市川 伸一 東京大学大学院教育学研究科 教授 

≪プロフィール≫ 

東京大学文学部卒業。文学博士。埼玉大学助教授、東京工業大学助教授、東京大学助

教授を経て、現在、東京大学大学院教育学研究科教授。中央教育審議会教育課程部会

委員。専攻は、教育心理学、認知心理学。認知理論に基づく個別学習相談（認知カウ

ンセリング）や、授業実践（教えて考えさせる授業）に関わっている。 

    

②実践報告Ⅰ 

演 題  「反転授業実践報告―『教える』から『考えさせる』への転換―」 

講 師   堀内 陽介 広尾学園中学高等学校 数学科教諭    

≪プロフィール≫ 明治大学理工学部数学科卒。同大学院－理工学研究科基礎理工学専

攻数学系博士前期課程修了 理学修士。大学院修了後、2008年度より広尾学園に入職

し現在に至る。生徒の「考える」態度を育むため、昨年度より WEB上の動画プラット

フォーム「EDuPA」を用いた反転授業に取り組んでいる。 

 

③実践報告Ⅱ 

演 題  「電子黒板とタブレット端末を用いた協調学習の研究 

～思考力・判断力を高める地理教育を目指して～」 

講 師   上野 貴子 東洋英和女学院中学部高等部 社会科教諭 

≪プロフィール≫ ICT 教育運営委員長。８年前より電子黒板での授業を行っている。

大学受験のための知識習得を重視しながらも、参加型学習を展開していくために、昨

年度より電子黒板とタブレット端末を用いながら授業実践を行っている。 

  

④資 料 説 明 

    平成２６年度「教務運営に関するアンケート集計結果」について 

佼成学園中学高等学校   簗 瀬   誠                                     

⑤分 科 会 

・今年度は、「高校単独校」「中高併設校（高校募集あり）」「中高併設校（高校募集なし）」

の分科会になります。ご希望の分科会をお選びください。 

・各分科会の定員は概ね２０名です。 

・申し込み状況により、他の分科会に代わっていただくことがあります。その際は、予

めご連絡いたします。ご了承ください。 

 

９.そ の 他 

   ・宿泊の部屋は禁煙の２名１室利用になります。参加者同士の交流の為、部屋割りは、

同じ学校の方同士が重ならないようにさせていただきます。喫煙する場合はエレベー

ターホール等に喫煙コーナーがございますのでご利用ください。 

   ・会場は冷房が強い場合がありますので、必要な方は上着等をご用意ください。 

 

10．委 員（順不同） 

    委 員 長  小坂部 好 史（日本大学第二） 

    副委員長  簗 瀬   誠（佼 成 学 園）   

          戸 谷 述 夫（共 立 女 子）  木 屋 幸 蔵（日本橋女学館） 

          渡 部   進（跡 見 学 園）  津久井 綾 子（桜 丘） 

 内 山 誠 至（か え つ 有 明）  尾 﨑 威 史（朊 優 学 院）  

          網 干   守（成 城 学 園）         

11．記 録 

      桒 子   研（共 立 女 子）  清 水 美 雪（跡 見 学 園）   

        寺 澤 一 貴（桜 丘）  荻 野 光 康（か え つ 有 明） 

        秋 葉   崇（朊 優 学 院）  佐々木 直 也（成 城 学 園） 

        長谷川   剛（佼 成 学 園）           


